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前川燿男区長 記者会見 

 緊急災害対策「攻めの防災」に取り組む 

と き ９月 18 日（火） 午後 2時 30 分～3 時 10 分 

と こ ろ 練馬区役所（練馬区豊玉北６-１２-１） 

18日、前川燿男(まえかわあきお)練馬区長が第三回 

練馬区議会定例会にあたって記者会見を行った。 

前川区長は会見にあたって、全国で相次いだ災害を目 

の当たりにし、区の緊急災害対策として「応急、緊急的な 

対応への即時着手」に加えて、「天災に先手を打つ、地域 

ごとの災害リスクに応じた対策の実施」という観点から、 

全庁を挙げて区の災害対策を再検討する「攻めの防災」に 

取り組むことを説明した。 

「練馬区は地震・火災に強い潜在的な力を持った地域 

であるため、徹底した予防対策を行っていくことが、防災・防火の観点からは有効」との 

考えを示し、学校のブロック塀等の撤去など「応急・緊急的な対応への即時着手」と、「天災

に先手を打つ、地域ごとの災害リスクに応じた対策の実施」により「逃げ遅れのないまち」

を目指していく、との意気込みを述べた。 
 

【緊急災害対策】 

１ 区民とともに必要な予防対策に平常時から徹底的に取り組む「攻めの防災」に転換 

・学校のブロック塀等の撤去・改修に着手（小学校 15校、中学校 7校） 

・生け垣化など緑化整備費の助成制度充実                       など 

２ 「応急・緊急的な対応への即時着手」に加えて、「天災に先手を打つ、地域ごとの災害リスクに 

応じた対策の実施」の観点から、区の災害対策を再点検 

・災害時要援護者名簿の全面更新                            など 

 

【児童相談所行政】 

『児童相談所行政は、基本的に広域行政である』 

１ 深刻な児童への対応 

・深刻な児童相談の事案は、育児の孤立化や親の子育て力の低下の進む、東京都区部など大都市で 

多く発生 

・児童虐待や非行、障害などの児童数は、絶対数は少ないものの、広域的・専門的な対応が必要 

・児童養護施設や里親などの社会資源は少数で、しかも広く都内外に分散、広域的な入所調整が必要 

⇒広域行政にならざるを得ない 

 

２ 特別区における児童相談所の設置 

・設置推進派の主張には、説明が全くなされていない。 

（「23 区の悲願」「身近な行政が一貫してやるべき」などの主張のみ、実務を踏まえていない） 

・児童養護施設、里親への措置や一時保護について、他区および都の児童相談所との入所や指導の 

【記者会見を行う前川区長】 



調整を無くすことはできない。 

・区の「地域単位のきめ細やかな支援」と、都の「広域的・専門的な支援」が、連携してこそより充実する。 

３ 練馬区独自の取組 

・都との「連携強化事業」の協定締結、区内三警察と「情報共有」の協定締結により、きめ細やかな対応を実

現、児童虐待の早期発見・未然防止を強化していく。 

 

【大江戸線延伸推進】 

１ 導入空間である補助 230 号線は、都が着実に事業を推進 

２ 延伸区間全体の用地取得率は既に８割近くとなり、一部は完成 

３ 事業化に向け検討を進めるべき６路線と現在の状況 

・導入空間については、詳細ルートの検討などを進めている路線がある 

・大江戸線は、延伸区間の８割近くの用地を取得している。 

・これに加え、まちづくりの取組、都交通局など関係部局との協議、 

基金の積立の状況を踏まえると      ➡６路線のなかで実現の熟度は高い 

 

【世界都市農業サミット】 

１ サミット開催 

・市民生活と農業が融合する、世界で稀な都市・練馬区 

・都市農業には、都市生活を豊かにするものとしての普遍的・文明史的な意義がある 

・2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて機運が高まるタイミングをとらえて 

 ➡2019年11月、世界都市農業サミットを練馬で開催 都市農業の意義と魅力を共有する契機とする 

２ 2018 年は、機運を醸成するためのプレイベントを実施 ＜平成 30年 11 月 23 日～25日＞ 

23 日；「歌姫ＪＡＺＺサミット」、「国際交流のつどい」など 

24 日；「ねりマルシェ」、「“みんなｄｅ農”トークショー、コンテスト表彰式」など 

25 日；「“みんなｄｅ農”ワールドマーケット、アート（いずれも 24・25 の両日）」など 

 

【新しいビジョンの策定】 

・「政策」と「行政運営」が一体となった「新ビジョン」を来年 3月に策定予定 

・基本姿勢として、参加と協働から「参加から協働へ」を据えて取り組んでいく。 

・シンボル事業として「武蔵野の面影を再現」「区民窓口の抜本的な改革」などを検討 

 

 

【問合せ】 

 (1) 緊急災害対策 

    練馬区 危機管理課 庶務係 ５９８４－２７６２ 

 (2) 児童相談所行政 

    練馬区 教育委員会事務局 練馬子ども家庭支援センター 管理係 ３９９３－８１５５ 

 (3) 大江戸線延伸推進 

    練馬区 大江戸線延伸推進課 大江戸線延伸推進担当係 ５９８４－１５６４ 

 (4) 世界都市農業サミット 

    練馬区 世界都市農業サミット担当課 国際会議担当係 ５９８４－１４９８ 

 (5) 新しいビジョンの策定 

    練馬区 企画課 企画担当係 ５９８４－２４４７ 


